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夏
ま
つ
り

第
24
回

平成23年
7月31日㈰

平成23年
7月16日㈯・17日㈰

丹
波

夏
ま
つ
り

第
24
回

丹
波

　平
成
23
年
７
月
31
日
（
日
）
第
24
回
夏
ま

つ
り
丹
波
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
の
夏
ま
つ
り
は
前
日
か
ら
の
雨
の
影

響
で
会
場
を
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
急
遽
当
日

の
朝
丹
波
中
学
校
体
育
館
に
移
し
開
催
し
ま

し
た
。

　体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
奥
多
摩
清
流
太

鼓
・
藤
節
子
フ
ラ
メ
ン
コ
・
米
国
空
軍
太
平

洋
音
楽
隊
ア
ジ
ア
ラ
イ
ブ
・
長
山
洋
子
歌
謡

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
体
育
館
に
入
り
き

れ
な
い
ほ
ど
の
大
勢
の
お

客
様
に
来
場
い
た
だ
き
盛

況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
回
は
東
日
本
大
震

災
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し

て
売
店
売
り
上
げ
・
募

金
等
を
被
災
地
に
送
り

ま
し
た
。

　平
成
23
年
７
月
16
日
・
17
日
の
２
日
間
村
内
各
神
社

で
獅
子
舞
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
暑
い
中
大
変
で
し
た
が
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
た
保
存
会
・
小
学
生
の

す
ば
ら
し
い
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　大
勢
の
帰
省
客
・
撮
影
の
お
客
さ
ん
に
丹
波
の
伝
統

の
お
祭
り
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲米国空軍音楽隊の熱唱です。

▶
未
来
の
保
存
会
員
！
小
学
生
の
息
が
合
っ
た
舞
い
で
す
。

▲これは何だろう？弊懸りの様子です。

▶
白
刃
が
大
活
躍

　笹
懸
り
の
様
子
で
す
。

▲来賓による鏡開きです。

▲丹波小の舩木歩さん・岡部晃也君も演奏しました。

▲メインの長山洋子さんです。
　　三味線もかっこよかったです。

▶
中
学
生
も
花
を
育
て
売
り
上
げ
を
寄
付

　し
て
く
れ
ま
し
た
。

園
祭
園
祭

▲体育館内もお客さんの熱気で満ち溢れています。



	 （3）	 広　報　　た　　ば　　や　　ま	 第 135 号

夏
ま
つ
り

第
24
回

平成23年
7月31日㈰

平成23年
7月16日㈯・17日㈰
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夏
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第
24
回

丹
波

　平
成
23
年
７
月
31
日
（
日
）
第
24
回
夏
ま

つ
り
丹
波
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
の
夏
ま
つ
り
は
前
日
か
ら
の
雨
の
影

響
で
会
場
を
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
急
遽
当
日

の
朝
丹
波
中
学
校
体
育
館
に
移
し
開
催
し
ま

し
た
。

　体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
奥
多
摩
清
流
太

鼓
・
藤
節
子
フ
ラ
メ
ン
コ
・
米
国
空
軍
太
平

洋
音
楽
隊
ア
ジ
ア
ラ
イ
ブ
・
長
山
洋
子
歌
謡

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
体
育
館
に
入
り
き

れ
な
い
ほ
ど
の
大
勢
の
お

客
様
に
来
場
い
た
だ
き
盛

況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
回
は
東
日
本
大
震

災
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し

て
売
店
売
り
上
げ
・
募

金
等
を
被
災
地
に
送
り

ま
し
た
。

　平
成
23
年
７
月
16
日
・
17
日
の
２
日
間
村
内
各
神
社

で
獅
子
舞
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
暑
い
中
大
変
で
し
た
が
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
た
保
存
会
・
小
学
生
の

す
ば
ら
し
い
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　大
勢
の
帰
省
客
・
撮
影
の
お
客
さ
ん
に
丹
波
の
伝
統

の
お
祭
り
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲米国空軍音楽隊の熱唱です。

▶
未
来
の
保
存
会
員
！
小
学
生
の
息
が
合
っ
た
舞
い
で
す
。

▲これは何だろう？弊懸りの様子です。

▶
白
刃
が
大
活
躍

　笹
懸
り
の
様
子
で
す
。

▲来賓による鏡開きです。

▲丹波小の舩木歩さん・岡部晃也君も演奏しました。

▲メインの長山洋子さんです。
　　三味線もかっこよかったです。

▶
中
学
生
も
花
を
育
て
売
り
上
げ
を
寄
付

　し
て
く
れ
ま
し
た
。

園
祭
園
祭

▲体育館内もお客さんの熱気で満ち溢れています。

　
平
成
23
年
８
月
27
日
（
土
）

に
岡
部
村
長
、
正
副
議
長
、
課

長
２
名
、
オ
イ
ス
カ
関
係
者
で

岩
手
県
気
仙
郡
住
田
町
を
訪

れ
多
田
欣
一
町
長
に
義
援
金

１
０
０
万
円
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
丹
精
込
め
て

作
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
７
０
０

キ
ロ
を
届
け
ま
し
た
。
住
田
町

は
東
日
本
大
震
災
の
大
き
な

被
害
は
幸
い
に
し
て
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
町
長
の
判
断
で

い
ち
早
く
地
元
の
材
と
近
隣

の
材
で
仮
設
住
宅
を
３
ヶ
所

（
中
上
団
地
63
戸
・
本
町
団
地

17
戸
・
火
石
団
地
13
戸
）
に
建

設
し
、
現
在
92
世
帯
２
５
７
名

の
被
災
者
が
住
ん
で
い
ま
す
。

被
災
者
の
皆
さ
ん
は
、
陸
前
高

田
市
、
大
船
渡
市
、
大
槌
町
で

被
災
さ
れ
た
そ
う
で
、
そ
の

中
に
は
20
数
名
の
会
社
の
友

人
が
い
て
３
人
が
生
き
残
り
、

私
が
そ
の
１
人
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
「
よ
か
っ
た

で
す
ね
。
と
言
わ
れ
る
の
が
１

番
辛
い
」
と
も
言
っ
て
い
ま
し

た
。

　「
義
援
金
は
被
災
者
の
た
め

に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。」
と
多
田
町
長
は
言

っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
中
上
団
地
の
代
表

の
方
に
渡
す
と
「
う
ま
そ
う
な

芋
っ
こ
だ
」
と
目
を
細
め
て
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
義
援
金
は
夏
ま
つ
り

の
売
店
収
入
・
募
金
等
で
集
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

被
災
者
へ
お
見
舞
い
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
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関
東
体
育
指
導

委
員
協
議
会

表
彰

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
功
績
者

表
彰

　
守
屋
孝
芳
さ
ん
が
関
東

体
育
指
導
委
員
協
議
会
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
守
屋
孝
芳
さ
ん
は
昭
和

62
年
４
月
か
ら
体
育
指
導

委
員
に
任
命
さ
れ
、
平
成

６
年
４
月
か
ら
体
育
指
導

委
員
会
副
会
長
、
ま
た
平

成
20
年
４
月
か
ら
は
体
育

指
導
委
員
会
長
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
る
功
績
に

対
し
て
の
表
彰
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
今
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
体
育
の
普
及
振
興
に

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
７
月
15
日
に

行
わ
れ
た
山
梨
県
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
定
期
総
会
で
、

芦
澤
静
子
さ
ん
が
功
労
者

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
芦
澤
静
子
さ
ん
は
昭
和
58

年
か
ら
平
成
９
年
ま
で
部
長

を
務
め
現
在
も
選
手
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部

で
は
新
規
部
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
舩
木
マ
サ
子
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
部
長
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

丹波山村社会福祉協議会の事業紹介
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
自
家
用

車
に
て
お
弁
当
を
配
達
、
いつ
来
る
か
分
か
ら
な
い
震
災
に

備
え
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
防
災
頭
巾
作
り
や
公
共

施
設
の
清
掃
と
幅
広
く
活
動
し
て
い
た
だ
て
い
ま
す
。

奥
　
秋
　
　
木
下
千
恵
子

中
　
組
　
　
守
屋
多
賀
子

　
　
　
　
　
嶋
崎
ミ
キ
子

下
　
組
　
　
広
瀬
　
勢
子

押
垣
外
　
　
岡
部
　
友
恵

鴨
　
沢
　
　
河
村
　
鈴
子

　
以
上
６
名
の
方
が
現
在
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
居
宅
支
援
事
業

　
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
資
格
を

有
す
る
も
の
が
行
な
い
ま
す
。
要
介
護
者
等
か
ら
の
相
談

に
応
じ
、
適
切
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
計
画
す
る
専
門
職
で
す
。

☆
訪
問
介
護
事
業

　
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
と
し
て
訪
問
す
る

に
は
、
介
護
福
祉
士
の
国
家
資
格
、
ま
た
は
、
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
の
資
格
が
必
要
で
す
。

　
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
に
出
向
き
、
食
事
や
排
泄
、
衣
類
着

脱
の
介
助
か
ら
入
浴
や
身
体
の
清
拭
と
い
っ
た
身
体
に
関

す
る
介
護
全
般
か
ら
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
家
事
全
般
に
於

い
て
必
要
と
さ
れ
る
介
護
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
で

す
。

☆
通
所
介
護
事
業
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　
運
営
し
て
い
く
上
で
社
会
福
祉
士
ま
た
は
、
社
会
福
祉

主
事
の
資
格
が
必
要
で
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
送
迎
・
入
浴
・
食
事
・
機
能
訓
練

サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
事
業
が
介
護
保
険
に
て
認
定
さ
れ
た
方
が
利
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

丹
波
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
ティ
ア
グ
ル
ー
プ

 

介
護
保
険
事
業

　平成23年8月9日、丹波山水道水の放射性物質の測定を
検査機関に依頼し、実施しました。採水場所は、道の駅
たばやま、保之瀬公民館、鴨沢消防会館です。検査の結果、
本村では「放射性ヨウ素」「放射性セシウム」は不検出
でした。
　今後も安心して、丹波山簡易水道をご利用ください。

丹波山水道水
放射性物質の
測定結果について
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「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」の
お
知
ら
せ

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」の
お
知
ら
せ

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

　
毎
月
１
回
、
未
就
園
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に

「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
は
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ボ
ー
ル

遊
び
や
手
遊
び
を
実
施
し
ま
し
た
。
村
に
帰
省
中
の
方

も
お
子
様
を
連
れ
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
子
育
て
ひ
ろ
ば
の
日
時
が
あ
え
ば
帰

省
中
の
お
子
様
連
れ
の
方
も
是
非
ご
参

加
下
さ
い
。

　
7
月
か
ら
地
区
ご
と
に
「
い
き
い

き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　「
近
所
の
方
と
縁
側
で
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
話
を
し
た
」「
皆
で
笑
い

合
い
な
が
ら
、
助
け
合
い
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
き
た
」
と
い

う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
い
き

い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は
、「
縁
側
」

や
「
井
戸
端
会
議
」
に
見
ら
れ
た
地

域
の
集
い
の
場
で
す
。

子育て講演会
日　時：10月６日（木）午後７時～午後８時30分
会　場：中央公民館　会議室
講　師：臨床心理士－長田由布紀さん
演　題：�子どもの感情・親の感情
　　　　－育ち合って築く　ステキな親子関係
対　象：15歳以下の子どもを持つ保護者
　　　　関心のある方
問い合わせ先：住民生活課　電話…８８－０２１１

いきいきふれあいサロン
対　象：地域住民だれもが対象者
会　場：各地区公民館・集会所
日　時：隔月１回　１時間30分
内　容：�健康チェック・健康体操・
　　　　簡単なゲーム・茶話会など
問い合わせ先：
　　　住民生活課　電話…８８－０２１１
＊�地域の輪・心の輪を広げていきましょう。
　是非、ご参加ください。

～楽しいことを一緒に体験する中で
　　さざ波のように人の輪を広げていきましょう～
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■
9
月
24
日
～
30
日
は

　「
結
核
予
防
週
間
」
で
す
。

◆�

初
期
症
状
は
、
風
邪
と
よ
く
似

て
い
ま
す
。�
せ
き
〟
や
�
た

ん
〟が
2
週
間
以
上
続
く
時
は
、

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆�

結
核
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
て

も
、
し
っ
か
り
薬
を
飲
む
こ
と

で
治
療
で
き
ま
す
。

◆�

睡
眠
を
十
分
と
る
　
適
度
に
運

動
す
る
　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
と
る

　
抵
抗
力
を
高
め
、
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
！

■
10
月
1
日
か
ら
10
月
7
日

　
は
公
証
週
間
で
す

　
あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る

た
め
、
国
の
機
関
で
あ
る
公
証
役

場
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
証
役
場
は
遺
言
書
の
作
成
・

金
銭
・
土
地
、
建
物
の
貸
借
、
離

婚
に
伴
う
慰
謝
料
・
養
育
費
・
財

産
分
与
等
に
関
す
る
大
切
な
契
約

を
公
正
証
書
で
作
成
し
て
い
ま

す
。

　
公
正
証
書
の
作
成
の
た
め
の
相

談
（
秘
密
厳
守
）
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
大
月
公
証
役
場

　
〒
4
0
1
‐
0
0
1
2

　
大
月
市
駒
橋
1
‐
2
‐
2
7

　
☎
0
5
5
4
‐
2
3
‐
1
4
5
2

　
�
0
5
5
4
‐
2
3
‐
1
4
5
7

■「
法
務
局
な
ん
で
も
無
料

　
相
談
所
」
の
お
知
ら
せ

　
法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、

供
託
、
訟
務
、
人
権
擁
護
及
び
成

年
後
見
登
記
に
関
す
る
事
務
等
、

生
活
に
深
く
関
係
す
る
事
務
を
取

り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
、
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
御
不
明

な
点
、
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と

等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
法
務
局

の
職
員
及
び
公
証
人
が
お
答
え
す

る
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の

で
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
事
前
の
予
約
も
不
要
で
す
。

▼
日
　
　
時

　
平
成
23
年
10
月
16
日
（
日
）

　�

午
前
9
時
00
分
か
ら
午
後
3
時

30
分
ま
で

▼
場
　
　
所

　
甲
府
市
北
口
1
丁
目
2
番
19
号

　
甲
府
地
方
法
務
局
4
階
会
議
室

▼
相
談
内
容

○�

被
災
地
の
土
地
や
建
物
の
登
記

に
関
す
る
こ
と

○�

相
続
・
売
買
・
抵
当
権
抹
消
等

の
不
動
産
登
記
、
会
社
等
の
登

記
の
手
続
に
関
す
る
こ
と

○�

お
年
寄
り
の
財
産
等
を
守
る
成

年
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と

○�

成
年
後
見
登
記
の
手
続
や
証
明

書
に
関
す
る
こ
と

○�

婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組
・
親

権
等
の
戸
籍
に
関
す
る
こ
と

○�

帰
化
等
国
籍
に
関
す
る
こ
と

○�

地
代
・
家
賃
の
支
払
い
等
の
供

託
に
関
す
る
こ
と

○�

子
ど
も
に
対
す
る「
虐
待
」・「
い

じ
め
」、
女
性
に
対
す
る
「
セ

ク
ハ
ラ
」・「
Ｄ
Ｖ
」、
高
齢
者

に
対
す
る
「
虐
待
」
等
の
人
権

問
題
に
関
す
る
こ
と

○�

遺
言
等
公
正
証
書
作
成
に
関
す

る
こ
と

○�

そ
の
他
法
務
局
の
所
掌
事
務
に

関
す
る
こ
と

▼
主
　
　
催
　
甲
府
地
方
法
務
局

　
☎
0
5
5
‐
2
5
2
‐
7
1
5
3

▼
共
　
　
催
　
山
梨
県
公
証
人
会

■
山
梨
県
高
齢
者

　
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
電
話
番
号

　
0
5
5
‐
2
5
4
‐
0
1
1
0

▼
所
在
地

　
山
梨
県
福
祉
プ
ラ
ザ
4
階

　
甲
府
市
北
新
一
丁
目
2
番
12
号

▼
開
設
日
時

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

▼
一
般
相
談

　
高
齢
者
及
び
そ
の
家
族
の
抱
え

る
家
庭
や
生
活
の
中
で
の
悩
み
、

健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
相

談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
福
祉
・

保
健
・
医
療
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
情
報
提
供
も
行
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
専
門
相
談

　
相
続
、
契
約
、
金
銭
貸
借
な
ど

法
律
に
関
す
る
こ
と
は
弁
護
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
毎
週
水
曜
日
　
相
談
時
間
30
分

　
要
予
約

▼
相
談
員

　
月
曜
日
～
金
曜
日
　
保
健
師

　
水
曜
日
　
弁
護
士

▼
紹
介
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w.pref.yam

anashi.
jp/chouju/11834544177.htm

l

■
山
梨
県
認
知
症

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

▼
電
話
番
号

　
0
5
5
‐
2
5
1
‐
0
0
0
1

▼
所
在
地

　
山
梨
県
福
祉
プ
ラ
ザ
3
階

　
甲
府
市
北
新
一
丁
目
2
番
12
号

▼
開
設
日
時

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　
午
後
1
時
～
午
後
5
時

▼
活
動
内
容

　
看
護
師
や
認
知
症
介
護
経
験
者

が
電
話
で
認
知
症
の
ご
本
人
や
介

護
さ
れ
て
い
る
家
族
の
様
々
な
悩

み
を
お
聴
き
し
、
解
決
へ
の
糸
口

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。 

▼
相
談
員

　
月
曜
日
～
木
曜
日
　
看
護
師

　
金
曜
日
　
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
会
員

▼
紹
介
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w.pref.yam

anashi.
jp/chouju/nintisyou-call-
center.htm

l

お
知
ら
せ
　Inform

ation

　　　　　９月26日（月）〜
　　　　　10月14日（金）まで
　　　　　（売り切れしだい終了）
　　　　　10月21日（金）

１枚300円で全国の宝くじ売り場で
発売します。賞金は１等・前後賞合
わせて２億５千万円。

　この宝くじの収益金は市町村の明るい
まちづくりや環境対策、高齢化対策など
地域住民の福祉向上のために使われます。

オータムジャンボ
宝くじが

発売されます

抽 選 日

発売期間
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押垣外地区に
定住促進住宅を
建設しました

押垣外地区に
定住促進住宅を
建設しました

■
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に

　
向
け
た
支
援
事
業
の

　
ご
案
内

１ 
相
談
支
援
事
業

　
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た

労
務
、
経
営
面
で
の
相
談
に
無
料

で
応
じ
ま
す
。

⑴�

最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

　�

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

内
　
☎
0
5
5
‐
2
3
7
‐
3
2
1
5

⑵
最
低
賃
金
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー

　（
毎
週
火
・
木
曜
日
）

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
郡
内
支
所
内

　
☎
0
5
5
5
‐
2
2
‐
2
1
6
6

２ 

業
務
改
善
助
成
金

　
事
業
場
内
の
最
も
低
い
時
間
給

を
、
計
画
的
に
8
0
0
円
以
上
に

引
き
上
げ
る
中
小
企
業
に
対
し

て
、　
賃
金
引
上
げ
の
た
め
の
業

務
改
善
に
要
す
る
必
要
な
経
費
に

つ
い
て
、助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
山
梨
労
働
局
賃
金
室

（
0
5
5
‐
2
2
5
‐
2
8
5
4
）

ま
た
は
、
都
留
労
働
基
準
監
督
署

（
0
5
5
4
‐
4
3
‐
2
1
9
5
）

ま
で
。

■
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の

　
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　
職
場
内
で
の
労
働
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
の
解
決
は
、
簡
易
・
迅
速
な

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度（
無
料
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
山
梨
労
働
局
総

務
部
企
画
室
（
T
E
L 

０
５
５

‐
２
２
５
‐
２
８
５
１
）
又
は
、

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
都
留

労
働
基
準
監
督
署
内
）
ま
で
。

　昨年12月から工事を進めておりまし
た、押垣外地区の定住促進住宅が完成
しました。
　若者の人口増加や定住の促進を図り、
地域活性化を促進するために建設した
住宅です。
　この住宅は、山梨県産材を使用した、
木造２階建て住宅です。
　山梨県産材を使用したことにより、
環境にやさしく、木の温もりが伝わっ
てくる木造住宅となりました。

☆�対象年齢に到達する方（平成23年４月２
日～平成24年４月１日の間に対象年齢に
達する方）に無料クーポンを配布します。
※�子宮がん（21歳、26歳、31歳、36歳、41
歳女性が対象）・乳がん（41歳、46歳、51歳、
56歳、61歳女性が対象）無料クーポンは
既に配布いたしました。クーポン利用期
間は平成23年10月31日までです。
※�大腸がん（41歳、46歳、51歳、56歳、61
歳男性及び女性が対象）無料クーポンは
９月中旬配布予定です。対象の方に個別
にお知らせを配布します。
☆�対象の方はこれを機に積極的に受診しま
しょう。

日本のがん検診受診率を50% にあげる
ことを目標として、「がん検診無料クー
ポン配布」を開始しています。推進事業

　５万円
　今井　光男 様

福祉のために 温かな善意
ありがとう

ございました

　がん検診の中でも、子宮頸がん検診および乳がん検診
の受診率は低いと言われています。
　しかし、これらのがんは早く見つけることで、ほとん
どが治ると言われています。
　早期発見には、「検診」と「毎月の乳がん自己検診」を
併せて行なうことが大切です。

　早期の大腸がんでは９割以上が完治するといわれてい
ます。がんの進行とともに完治する率は下がります。
　「生活習慣の改善」＋「がん検診」が早期発見・早期治
療につながります。

 大腸がん検診

 子宮頸がんおよび乳がん検診

が ん検診
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皆
様
に
馴
染
み
深
い
「
丹
波
山
小
唄
」
で
健
康

体
操
を
作
り
ま
し
た
。
基
本
の
１
・
２
番
を
覚
え

て
い
た
だ
き
、
そ
の
繰
り
返
し
を
行
い
ま
す
。
簡

単
な
体
操
な
の
で
覚
え
や
す
い
も
の
で
す
。
高
齢

者
の
方
も
椅
子
に
座
っ
て
出
来
る
よ
う
に
考
案
し

ま
し
た
。

　

体
操
の
中
身
の
例
と
し
て
は

・�

深
呼
吸
で
胸
郭
を
動
か
し
肺
の
働
き
を
高

め
る
。

・�

手
を
振
っ
て
、
腕
の
動
き
を
円
滑
に
し
て
肩
こ

り
を
解
消
す
る
。

・�

体
を
捻
る
こ
と
で
胴
体
の
筋
肉
を
伸
ば
し
、
背

骨
を
柔
軟
に
し
て
腹
部
の
圧
迫
を
取
り
除
く
。

・
手
足
を
叩
く
こ
と
で
血
行
を
促
進
す
る
。

・�

脚
を
動
か
す
こ
と
で
屈
伸
・
支
持
筋
肉
の
強
化

を
図
り
股
関
節
の
可
動
域
を
確
保
す
る
。

　

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
「
丹
波
山
小
唄
」
は
、
村
の
四
季
を
歌
っ
て
い

ま
す
。
皆
で
姿
勢
よ
く
、
腹
式
呼
吸
を
意
識
し
て

楽
し
く
大
声
で
「
丹

波
山
小
唄
」
を
歌
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
お

腹
か
ら
声
を
出
す
こ

と
は
、
健
康
に
も
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

皆
で
健
康
体
操
を

行
い
健
康
で
い
き
い

き
長
生
き
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　村では、村民が健康で心豊かに生活できるように「健康増進計画」及び「食育推進計画」を策定し、
テーマごとに数値目標を定めました。なかでも運動不足とバランスよい食事が不足していることが大
きな課題となっています。そこで、村では、以下の「○○週間」を設けました。防災無線でもお知ら
せしていきます。

①�毎月19日は、「食育の日」です。村では、毎月19日を中心にした16日～22日までを「バランスよく
ごはんを食べよう週間」とします。

②�体育の日（10/10）を中心とした10/7～10/13までを「運動週間」とします。
③�山梨県では11/9～11/15までを「山梨禁煙週間」としています。県に倣い丹波山村でも「丹波山村
禁煙週間」とします。

＊�健康づくりのためにご協力ください。

　生活習慣病は、日常生活と深く関係していることから、健康
の維持・増進には運動習慣・食生活の改善など、より健康的に
生活習慣を整えていくことが大切です。

１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ
～健康寿命をのばしましょう～

40歳からの健康週間
（10月10日～16日）
と併せて、健康づく
りに取り組んでいき
ましょう

9月は健康増進普及月間です！ 親子食育教室
日　時：11月23日（水）
　　　　〈勤労感謝の日〉
会　場：交流促進センター
対　象：�小学生・保育所児・
　　　　未就園児と保護者
＊�参加者募集は、10月に行い
ます。
＊�詳細については、募集の際、
お知らせいたします。
問い合わせ先：
　�住民生活課　食生活改善推
進員会事務局
　電話…８８－０２１１

健
康
体
操

「
丹
波
山
小
唄
」

村民の健康づくりのために

統一標語


